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四半期決算説明会開催の有無 ：

(百万円未満切捨て)

1. 平成30年３月期 第２四半期の連結業績 （ ～ ）

(1) 連結経営成績（累計） (％表示は対前年同四半期増減率)

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

（注） 包括利益 30年３月期 第２四半期 29年３月期 第２四半期 △ 44 百万円

※

(2) 連結財政状態

（参考） 自己資本 30年３月期 第２四半期 29年３月期

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年３月期の連結業績予想 （ ～ ）
(％表示は、対前期増減率)

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

（注）１． 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

http://www.nihonseima.co.jp/
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当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当
該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
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※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

新規 ― 社 （ ― ） 、 除外 ― 社 （ ― ）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）

② 期末自己株式数

③ 期中平均株式数（四半期累計）
※

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

3,673,320株 3,673,320株30年３月期２Q 29年３月期

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

6,810株

29年３月期２Q 3,667,142株

6,810株

3,666,510株

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一
定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因によ
り大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添
付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

当社は平成28年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年
度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期中平均株式数を算定しております。

30年３月期２Q

30年３月期２Q

29年３月期
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善など緩やかな回復基調にあるもの

の、個人消費の回復は未だ力強さを欠き、海外においても政治情勢の不安や経済の不確実性が懸念されるなど、景

気の先行きは依然として不透明な状況で推移しております。

このような経済状況のもと、当社グループは「売上・利益の拡大」をテーマに今期新商品の開発に注力しました

が、食品事業の売上およびマット事業の売上・利益は前年同四半期を下回りました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,986百万円（前年同四半期比7.0％減)、営業利益は77百万円

（前年同四半期比51.6％減)、経常利益は78百万円（前年同四半期比51.7％減)、親会社株主に帰属する四半期純利

益は55百万円（前年同四半期比31.7％減)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（産業資材事業）

麻袋は昨年の悪天候による不作の影響をうけ、在庫調整のため販売減となりましたが、援助米用樹脂袋および

米・小麦粉用紙袋は堅調に推移しました。その結果、売上高は398百万円と前年同四半期と比べ6百万円（1.5％）

の増収、営業利益は22百万円と前年同四半期と比べ2百万円（12.8％）の増益となりました。

（マット事業）

日本国内および海外の販売は、出荷数量は前年同四半期を上回りましたが、軽自動車用フロアマットの比率が

増えるなど廉価な商品が主であったため低調に推移しました。その結果、売上高は983百万円と前年同四半期と比

べ101百万円（9.4％）の減収、営業利益は58百万円と前年同四半期と比べ95百万円（62.0％）の減益となりまし

た。

（食品事業）

パスタは、ナポリタンやあんかけスパゲティ用の太麺が好評を得ておりますが、安価な輸入品が増えるととも

に調理簡便性の高い冷凍麺の影響を受けました。レトルト商品は、９月に女性層をターゲットとした新商品「ボ

ルカノセレクトシリーズ」で4種類のパスタソースを発表しネット通販を始めましたが、既存商品の販売は伸び悩

みました。その結果、売上高は602百万円と前年同四半期と比べ54百万円（8.3％）の減収、販管費等の削減につ

とめましたが営業損失は6百万円（前年同四半期は17百万円の営業損失）となりました。

（不動産開発事業）

不動産開発事業は前年同四半期とほぼ同様に推移し、売上高2百万円、営業利益2百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は4,012百万円、前連結会計年度末と比較して231百万円の増加とな

りました。主な要因は、流動資産における現金及び預金の増加128百万円と固定資産における投資有価証券の増加94

百万円であります。

当第２四半期連結会計期間末における負債は1,868百万円、前連結会計年度末と比較して152百万円の増加となり

ました。これは、長期借入金の減少76百万円があったものの、支払手形及び買掛金の増加54百万円、社債の増加90

百万円があったためであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は2,143百万円、前連結会計年度末と比較して79百万円の増加となり

ました。この結果、自己資本比率は33.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、平成29年５月12日の業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 511,331 639,392

受取手形及び売掛金 661,671 744,834

商品及び製品 249,882 218,354

仕掛品 147,191 146,887

原材料及び貯蔵品 329,918 297,995

繰延税金資産 24,470 30,244

その他 36,355 33,134

貸倒引当金 △100 -

流動資産合計 1,960,720 2,110,843

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 273,332 266,818

土地 775,637 780,433

その他（純額） 107,760 95,124

有形固定資産合計 1,156,730 1,142,375

無形固定資産 27,614 21,967

投資その他の資産

投資有価証券 590,708 685,308

その他 122,385 129,183

貸倒引当金 △77,625 △77,625

投資その他の資産合計 635,468 736,866

固定資産合計 1,819,813 1,901,209

資産合計 3,780,534 4,012,052

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 440,336 494,800

短期借入金 100,000 130,000

1年内償還予定の社債 6,000 13,000

1年内返済予定の長期借入金 154,536 155,757

未払法人税等 21,449 9,759

賞与引当金 12,800 52,073

その他 154,406 163,434

流動負債合計 889,528 1,018,824

固定負債

社債 120,000 210,000

長期借入金 526,025 449,789

繰延税金負債 56,624 59,749

退職給付に係る負債 118,903 128,031

長期預り保証金 3,850 2,500

その他 1,641 -

固定負債合計 827,044 850,070

負債合計 1,716,573 1,868,895
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 564,343 564,343

利益剰余金 624,865 661,712

自己株式 △5,299 △5,299

株主資本合計 1,283,909 1,320,756

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △18,717 △19,820

為替換算調整勘定 40,252 51,248

その他の包括利益累計額合計 21,534 31,428

非支配株主持分 758,517 790,971

純資産合計 2,063,961 2,143,157

負債純資産合計 3,780,534 4,012,052
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

売上高 2,137,250 1,986,892

売上原価 1,605,222 1,551,735

売上総利益 532,027 435,156

販売費及び一般管理費 372,345 357,844

営業利益 159,682 77,311

営業外収益

受取利息 382 526

受取配当金 6,518 5,435

為替差益 5,712 5,680

その他 167 754

営業外収益合計 12,780 12,397

営業外費用

支払利息 6,546 5,163

社債発行費 - 2,759

その他 3,224 3,260

営業外費用合計 9,771 11,183

経常利益 162,692 78,525

税金等調整前四半期純利益 162,692 78,525

法人税、住民税及び事業税 22,713 12,364

法人税等調整額 3,582 △9,982

法人税等合計 26,296 2,381

四半期純利益 136,395 76,143

非支配株主に帰属する四半期純利益 55,552 20,963

親会社株主に帰属する四半期純利益 80,842 55,180
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

四半期純利益 136,395 76,143

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 374 △1,102

為替換算調整勘定 △181,396 22,487

その他の包括利益合計 △181,022 21,385

四半期包括利益 △44,626 97,528

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △7,485 65,073

非支配株主に係る四半期包括利益 △37,140 32,454
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成28年６月29日開催の定時株主総会の決議に基づき、資本金、資本準備金及び利益準備金の額の減少並

びに剰余金の処分を実施しております。この結果、当第２四半期連結会計期間において株主資本の金額が以下のとお

り変動しております。

なお、株主資本合計金額には、著しい変動はありません。

（１）資本金の額の減少の内容

会社法第447条第１項の規定に基づき、資本金の一部を減少させ、その他資本剰余金に振り替えるものでありま

す。

・減少する資本金の額 ：1,736,660千円

・増加するその他資本剰余金の額 ：1,736,660千円

（２）資本準備金及び利益準備金の額の減少の内容

会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金及び利益準備金の全部を減少させ、資本準備金についてはその

他資本剰余金に、利益準備金については繰越利益剰余金に、それぞれ振り替えるものであります。

・減少する準備金の項目及びその額

資本準備金 ：17,380千円

利益準備金 ：84,200千円

・増加する剰余金の項目及びその額

その他資本剰余金 ：17,380千円

繰越利益剰余金 ：84,200千円

（３）剰余金の処分の内容

会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金を繰越利益剰余金に振り替えることにより、欠損填補を行うも

のであります。

・減少するその他資本剰余金の額：1,189,697千円

・増加する繰越利益剰余金の額 ：1,189,697千円

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．配当金支払額

(注）１株当たり配当額5.00円には設立70周年記念配当2.00円が含まれております。

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 18,332 5.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

（注）セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

（注）セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

報告セグメント
合計

産業資材事業 マット事業 食品事業
不動産
開発事業

売上高

外部顧客への売上高 392,220 1,084,853 657,175 3,001 2,137,250

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 392,220 1,084,853 657,175 3,001 2,137,250

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

19,816 154,589 △17,072 2,348 159,682

報告セグメント
合計

産業資材事業 マット事業 食品事業
不動産
開発事業

売上高

外部顧客への売上高 398,252 983,147 602,520 2,970 1,986,892

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 398,252 983,147 602,520 2,970 1,986,892

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

22,354 58,821 △6,145 2,280 77,311
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